
報告第１８号  

 

令和７年度一般財団法人宇治市文化財愛護協会経営評価の報

告について  

 

宇治市の出資法人への関わり方の基本的事項を定める条例第５条

第１項の規定に基づき、令和７年度一般財団法人宇治市文化財愛護

協会経営評価について、別紙のとおり報告する。  

 

  令和８年９月１５日提出  

 

宇治市長  松  村  淳  子    
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第 1号様式 

 

宇治市出資法人自己評価報告書 

１． 法人の概要 

団 体 名 一般財団法人宇治市文化財愛護協会 設立年月日 昭和 49年 1月 26日 

一般財団法人への移行年月日 平成 25年 7月 1日 

基本財産 
3,000 千円 

（移行前4,500千円うち市出えん・出資額 1,500千円出資比率３３．３％） 

設立目的 

宇治市の歴史的風土・自然環境の保護育成のため、ひろく文化財愛護及

び生活環境の保全につとめ、もって市民の文化の向上に寄与することを

目的とする。 

   

２．役職員等の状況 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

   市職員 元市職員  市職員 元市職員  市職員 元市職員 

役

員

等 

常勤 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

非常勤 １８ １ ７ １８ １ ６ １８ １ ７ 

職

員 

管理職 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

一般職 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 ＊役員等と職員を兼務している場合はそれぞれ１名でカウントしている。 

 

３． 事業の概要 

主要事業名 事  業  内  容 

文化財の調査・研

究・刊行等に関す

る事業 

宇治市内で伝承される祭事の見学と講義。宇治市内の歴史散策。 

宇治市内の古跡等の保全整備。文化財等の資料の収集及び冊子の

刊行。 

自 然 環 境 の 調

査・研究等に関す

る事業 

文化財や自然を訪問し、その保全の重要性と今後の方向性を学

び、宇治市内の自然環境の育成・保全につなげる。 

文化教養の向上

に関する事業 

文化財見学会、伝統芸能の鑑賞会等により、文化財に対する意識

の向上を図る。 

文化財愛護の普

及に関する事業 

「会報」及び「文愛協だより」を発行し、文化財愛護活動の普及

を図る。 
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４．財務状況 

 １）正味財産の状況                     （単位：円） 

年  度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

経 常 収 益 566,732 3,747,926 473,030  

 事 業 収 益 等 566,732 3,747,926 473,030 

市 支 出 金 0 0 0 

 人 件 費 0 0 0 

事 業 費 0 0 0 

経 常 費 用 1,283,997 1,478,629 1,217,654 

 人 件 費 0 0 0 

事 業 費 1,283,997 1,478,629 1,217,654 

当期経常増減額 △717,265 2,269,297 △744,624 

当期正味財産増減額 △717,265 △730,703 △744,624 

期末正味財産合計額 8,971,666 8,240,963 7,496,339 

 

 ２）貸借対照表                          （単位：円） 

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

資産合計 8,971,666 8,240,963 7,496,339 

 流 動 資 産 2,971,666 5,240,963 4,496,339 

 固 定 資 産 6,000,000 3,000,000 3,000,000 

負債合計 0 0 0 

 流 動 負 債 0 0 0 

 固 定 負 債 0 0 0 

正味財産合計 8,971,666 8,240,963 7,496,339 

 基 本 財 産 3,000,000 3,000,000 3,000,000 

 その他正味財産 5,971,666 5,240,963 4,496,339 

 

 ３）市財政支出の状況                       （単位：円） 

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

補  助  金 0 0 0 

委  託  料 0 0 50,000 

その他（分担金等） 0 0 0 

計 0 0 50,000 

貸  付  金 0 0 0 

借入金残高（期末） 0 0 0 

市の債務保証残高（期末） 0 0 0 

市の損失補償残高（期末） 0 0 0 
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 ４）主要経営指標 

指標 算式 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

人 件 費 比 率 人件費計÷費用 0％ 0％ 0％ 

自己資本比率 正味財産計÷資産計 100％ 100％ 100％ 

流 動 比 率 流動資産÷流動負債 0％ 0％ 0％ 

借入金依存度 借入金残高÷総資産 0％ 0％ 0％ 

借入金返済能力 
長期借入金÷（減価償

却費＋税引後利益） 
―％ ―％ ―％ 

 

５．経営評価（法人自己評価） 

視点 評価 コメント 

目的適合性 

 

 

 A 

 

 

宇治市内における有形無形の文化財を愛護するとともに、自然

環境の保全、市民文化の向上を図るため、歴史・文化・文化財、

自然環境などに関する見学会、刊行物の発行、研修会等、事業

については、ほぼその目的に合致した事業を計画・実施してい

る。 

効率性 

 

 B 

 

事務局の専任体制はないが、４部会を設け、理事が中心となっ

てそれぞれ責任者を定めて各事業の計画立案、実施を担当して

おり、小規模ながら効率的に事業運営を行っている。 

 

組織運営 

健全性 

 

 

  

 B 

 

理事会・評議員会は、宇治市の歴史・文化・文化財・自然環境

等に造詣の深い人を中心に構成されており、定例理事会（年 2

回）と定時評議員会の他、随時会議も開き、事業計画や事業の

執行に係る協議、確認を行っている。また、監督官庁の京都府

に公益目的支出計画実施報告書等を提出し、京都府の指導も受

けながら活動の目的に沿った健全な組織運営を行っている。た

だ、会員の高齢化による減員が課題となっている。 

財務 

健全性 

 

 

 A 

 

 

一般財団法人への移行時に、京都府の指導を受けながら「公益

目的支出計画」を策定し、一般財団法人として認可され、公益

目的財産額が確定した。 

この計画に沿った事業を実施し、健全な財政運営を行っている。 

総合評価 

 

 

 B 

 

一般財団法人への移行を契機に、法人の独自活動はもとより、

宇治市や京都文教大学、宇治市源氏物語ミュージアムとも連携

し、活動の範囲を広げ、より市民に親しまれる取り組みを進め、

また、経営面では、京都府の指導を受けながら進めており、現

状では、法人運営は、ほぼ良好と自己評価する。 

   評価の目安 Ａ：良好である Ｂ：ほぼ良好である Ｃ：やや課題がある Ｄ：課題が多い 


